


























































































































































































































































































































































































たようだ。当時刑部大輔だった佐々木高行は明治 2 年 11 月 2 日の日記に「横井一件書類、副
島（種臣）参議へ差出候事」として「此件ハ、副島ハ弾正台ノ過激論者ノ肩ヲ持ツノ風アリ、
可笑」としるしている。






























意を伝える許可を得（11 月 18 日）、12 月 21 日、休日を返上して朝 9 時に参朝、評議をした
が決まらない。23 日午前 7 時佐々木高行が参朝、大久保と評議、暮の 29 日の 10 時半、横井
の件で佐々木との対談を踏まえた上で弾正台の連中と話合ったが、けっきょく解決の萌しは見
えないまま年が暮れた。（『大久保利通日記』第 2 巻、明治 2 年 11 月 14 日、17 日、12 月 21
日、23 日、28 日の要約）









































































































































































第二は、明治元年 12 月 19 日にさきの巣内らの刺客の助命への建議（注 7 参照）に対して
集議院判官照幡列之助から刺客の死刑執行を延期する旨の通達があって以後。太政官の願いを
知った刑部省の方では、このまま放置すれば大変なことになると、矢も楯もたまらず上申書を




































の後翌 12 月 13 日に神祇官から至急上京すべき通達があったが、此のときも応答しなかった。
そして翌 3 年 2 月 3 日の召喚になってはじめて 2 月 13 日に自分は病気で上京できないからと
断わって、その子惟郭（従五位）を上京させ、神祇官に出頭させた。この時惟治が惟郭に持参
せしめたのは、惟治が神祇官当てに書いた 2 月 3 日附の「答申書」と「心組件々」と題する文
書である。

































































































































前述の京都弾正台の 3 月 2 日の報告を受けて東京弾正台は阿蘇大宮司への召喚を命じ、阿蘇

























しかし天皇が明治元年の 9 月 20 日に京都を発って 10 月 13 日に東京着、即日江戸城を皇居と




































































































の過程も、それに劣らぬ一大事件であった。小楠の暗殺が、旧暦明治 2 年 1 月 5 日（1867 年
2 月 16日 ）のことであるが、「参与」という政府の枢要なる高官であった横井小楠の暗殺者
たちを死刑に処するという基本方針は、政府の中心にいた人々、とくに明治 2 年 5 月 13 日
以降、刑法官の副知事、さらには刑部大輔として実際的に刑部省の中心的地位にいた佐々木高
行の考えの中ではっきり決まり、終始ゆるがなかったにも拘らず、暗殺者たちの処刑は明治 3
年の 10 月に行われた。その間約 1 年 10 ヶ月という時間がかかっている。これを大村益次郎
の場合と比較すると、大村が明治 2 年 9 月に襲撃され、11 月死去、刺客たちは同年の暮れに
処刑されたことと較べると余りに長い時間がかかっている。
横井の場合は、暗殺者をかくまう者がかなりいて、最後の被捕縛者前岡が捕えられたのが明


















































































































































































































































































































































































































































『碩水先生日記』を見ると、小楠と初めて会ったのは嘉永 6 年 8 月 2 日、碩水 22 歳、対す
る小楠は 43 歳であった。碩水はこの年の 6 月 4 日から木下 村の許に入門していたが、こ
こで小楠の噂を聞いて小楠を訊ねたものと見える。ちなみに 村と小楠は絶交の関係にあっ
た。碩水の 8 月 2 日の日記には「2 日訪横井小楠。小楠名時存。称平四郎」とあり、次に会っ
たのは嘉永 6 年 17 日、次は安政元年正月 23 日の「訪横井小楠」とある。訪問の記録として
はこの 3 回だけである。そして安政 2 年の 2 月から 11 月までの熊本滞在中に会っているかも
しれないが、会ったという記録はない。その後小楠の名前は日記には見えず、明治 2 年正月







稿』における小楠とたびたび会っているという記事の事実は、嘉永 6 年 8 月 2 日、8 月 17 日































情報ということも考えられる。碩水は大正 5 年に亡くなっているが、『過庭余聞』は明治 8 年
(1875) 碩水 43 歳の時に生れた正脩が父から聞いたものを記録したものであり、仮に満 30 歳の






「慶応元年 (1869) 3 月に著された「天道覚明論」」と断定し、さらにそれにつづいて「小楠ハ









































































































































2000 年 11 月、日本東アジア実学研究会）を参照されたい。












































3) 「有道」「無道」を判定する基準が『夷虜応接大意』を書いた嘉永 6 年 (1853) と『海国図志』を読

















































獄後、直ちに（1 月 6 日）侍従滋野井公寿の挙兵に参加、近江で戦った。









































































































14) 小楠の「海軍」を主体とする日本の国防体制は万延元年 (1860) の『国是三論』から見え始め（安政
2 年の『陸兵問答書』にはその構想はまだまったく見られない。多分『海国図志』をまだ読まない

















































































こうなると G. B. サンソムの頭脳の中では平和主義者小楠の思想も、将来の日本の世界制覇事業
の加担者の役割を演じ得ることになる。しかし小楠がそれ以前に信淵に会ったとされる 1823 年














































































































































25) 徳富熊太郎（一義）の『東遊日記』によると、小楠は京都滞在中、4 月 25 日および 28、30 日と 5
月 8 日と 4 回も春日潜庵を訪れているが、一回の訪問時間が長いことがその特徴である。小楠は嘉
154
永 4 年 2 月 28 日から同年 8 月 21 日までの関西方面への旅行中会った多くの人物中、これはと思っ
た人として、柳川の池辺藤左衛門、徳山の井上弥太郎、芸州の吉村重助、京都の春日潜庵、大阪の
大久保要の 5 人をあげているが、潜庵については「春日潜庵は会程才力明敏なる人物にて深く相交
り咄合仕候」と語っている。（山崎正董『横井小楠』伝記編、184–5 頁、ならびに 190 頁）
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